











































































































































































































































































































































































































































※ 三木清の著作からの引用は全て『三木清全集』( 岩波書店，1966-1968 年 ) による。括弧内は三木清の著作であ





（ 1 ） 三木の遺稿「親鸞」はメモとして残された箇所が多く，一冊の著作として成立していないことから，以下の
論考では『親鸞』ではなく「親鸞」と表記する。
（ 2 ） 遺稿「親鸞」をめぐる位置付けの問題の詳細については，拙稿「三木清における遺稿「親鸞」の位置付け」
『日本思想史学第 40 号』（日本思想史学会，2008 年）を参照されたい。




62 文学部紀要　第 82 号
1994 年）の第二章・第三章で詳細に検討されている。





（ 4 ） パスカルが二度の回心に到るまでの過程や，『パンセ』のキリスト教弁証論〔護教論〕としての性格につい
ては，麻生宗由『考える葦― パスカルをめぐる諸考察―』（法政大学出版局，2003 年）を参照のこと。




（ 5 ） 塩川前掲『パスカル『パンセ』を読む』p. 116。
（ 6 ） 『パンセ』からの引用は全て由木康訳『パンセ』（白水社，1990 年）による。引用後の数字は，（ブランシュ
ヴィク版〔ラフュマ版〕由木訳頁）となっている。
（ 7 ） 三木が『パスカルに於ける人間の研究』内で引用している『パンセ』の断章番号は全てブランシュヴィク版
である。
（ 8 ） ハイデガーと三木の存在論に関する用語法の異同については，注（3）においても触れた赤松常弘『三木清
― 哲学的思索の軌跡―』pp. 64-71 の他，永野基綱『人と思想　三木清』（清水書院，2009 年）pp. 56-58
などにおいても詳論されている。





（10） 現在ではパスカルのこの divertissement という概念は「気晴らし」と訳されることが主流であるが，本稿
では三木の原文のまま「慰戯」の訳語を使用する。
 　なお，パスカルの「気晴らし」概念について論じた近年の研究としては，大田孝太郎「パスカルの人間学に
おける「対話」と「説得」」『広島経済大学研究論集第 40 巻第 2 号』（広島経済大学経済学会，2017 年）や，
モンテーニュからの影響と相違点を論じている山上浩嗣「モンテーニュの「気をそらすこと」とパスカルの
「気晴らし」」『stella 37 号』（九州大学フランス語フランス文学研究会，2018 年）などを参照。
 　また，湟野正満は「パスカルの『パンセ』草稿第 209 ページに見られる Car の放棄について― 断章「気
晴し」（Divertissement）の成立をめぐる秘密の解明に向けて―」『京都産業大学論集，人文科学系列 46 号』
（京都産業大学，2013 年）や「『パンセ』断章「気晴し」のタイトルについて」『京都産業大学論集，人文科学





























ある」と表現している（吉澤傳三郎『パスカルとニーチェ』（勁草書房，1964 年）p. 15 傍点原文）。
（15） 麻生前掲『考える葦―パスカルをめぐる諸考察―』p. 27。











64 文学部紀要　第 82 号
 In this paper, I will define the religious and non-religious nature of Kiyoshi Mikiʼs study on 
Blaise Pascal. Miki saw Pascal as a philosopher who studied anthropology, not as a religious man. 
 Miki uses the methods of hermeneutic phenomenology to discuss Pascal at the outset of “The 
Study of Humanity in Pascal.” So, I will analyze the reason why Miki has chosen this method of 
consideration. At the beginning of the writings, Miki examines the religious and non-religious nature 
in Pascalʼs thought separately, which turns out to be Mikiʼs hidden strategy. I will clarify Mikiʼs 
intentions for this hidden strategy in this paper.
The Demarcation between Religiosity and Non-Religiosity in 
Kiyoshi Mikiʼs Study on Blaise Pascal
Shunta NISHIZUKA
Abstract
